
提

出

者

�

井

英

勝

平
成
十
六
年
六
月
十
五
日
提
出

質

問

第

一

八

八

号

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
九
五
年
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
事
故
で
高
速
増
殖
炉
開
発
が
頓
挫
し
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
全
量
再
処
理
路
線
を
と
っ
て
き

た
日
本
は
、
利
用
計
画
が
未
定
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
大
量
に
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
過
剰
を
と
り
つ

く
ろ
う
た
め
、
政
府
の
政
策
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
主
役
と
し
て
九
七
年
に
急
浮
上
し
た
の
が
、
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
」

で
あ
る
。
し
か
し
、
九
六
年
一
月
の
福
井
、
福
島
、
新
潟
の
三
県
知
事
提
言
が
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
国
民

的
合
意
形
成
を
求
め
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
な
ど
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
は
、
国
民
的
合
意
は
な
か
っ

た
。
実
際
、
東
海
再
処
理
工
場
事
故
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
、
さ
ら
に
東
京
電
力
な
ど
の
不
正
事
件
な
ど
が
相
次
い
で
発
生
し
、

原
発
「
安
全
神
話
」
が
崩
壊
し
、
国
民
の
中
で
原
発
へ
の
不
信
が
高
ま
る
中
で
、
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
」
は
事
実
上
の
中
止

状
態
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
政
府
の
原
子
力
長
期
計
画
の
破
綻
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
関
西
電
力
の
高
浜
原
発
三
・
四
号
機
、
日
本
原
電
の
敦
賀
二
号
機
・
東
海
二
号
機
、
九
州
電
力
の
玄
海

原
発
三
号
機
、
四
国
電
力
の
伊
方
原
発
三
号
機
な
ど
電
力
各
社
は
、
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
」
の
実
施
に
む
け
て
具
体
的
に
動

き
出
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
十
月
に
政
府
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
政
策
」
の
中
で
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
着
実
に
推
進
す
る
」
と

し
た
方
針
に
力
を
得
て
の
も
の
で
あ
る
。

一



政
府
が
全
量
再
処
理
と
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
よ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
に
固
執
す
る
な
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
過
剰
と
原
発
事
故
の

危
険
性
は
さ
ら
に
深
刻
な
事
態
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

政
府
が
こ
の
破
綻
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
政
策
を
根
本
的
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
立
場
か
ら
政
府
の
方
針
を

改
め
て
問
う
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
過
剰
に
つ
い
て

各
電
力
会
社
が
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
を
す
す
め
る
背
景
に
は
、
海
外
再
処
理
し
た
使
用
済
み
核
燃
料
の
返
還
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
問
題
が
あ
る
。

�

海
外
再
処
理
委
託
の
七
一
〇
〇
ト
ン
は
す
で
に
搬
出
済
み
だ
が
、
再
処
理
が
完
了
す
る
時
期
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
回
収
量

は
ど
う
見
込
ま
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
再
処
理
量
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
回
収
量
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

�

海
外
再
処
理
以
外
の
使
用
済
み
核
燃
料
の
現
在
量
、
今
後
四
〇
年
程
度
の
推
移
及
び
そ
こ
に
含
ま
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

二



�

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が
予
定
通
り
稼
動
し
た
場
合
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
回
収
量
は
毎
年
ど
れ
く
ら
い
と
見
込
ま
れ
る
か
。

ま
た
、
そ
れ
に
対
応
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
消
費
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

�

�
〜
�
を
ま
と
め
る
と
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
累
積
生
成
量
（
使
用
済
燃
料
の
も
の
も
含
む
）
、
累
積
回
収
量
、
累
積
消

費
量
、
及
び
過
剰
量
に
つ
い
て
、
現
状
及
び
今
後
四
〇
年
程
度
の
推
移
は
ど
う
な
る
か
。

二

内
外
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
証
例
に
つ
い
て

海
外
の
総
て
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
利
用
の
原
発
に
つ
い
て
、
発
電
所
の
規
模
（
何
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
、
炉
心
を
構
成
す
る
燃

料
体
の
総
数
、
そ
の
中
で
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
ウ
ラ
ン
と
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
八
％
の
混
合
酸
化
物
）
燃
料
の
数
と
そ
の
割
合
、

燃
焼
度
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

さ
ら
に
、
前
記
の
海
外
の
事
例
と
比
較
し
た
時
、
計
画
中
の
日
本
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
利
用
と
ど
こ
が
違
う
と
こ
ろ
か
を
説

明
さ
れ
た
い
。

三

使
用
前
後
の
組
成
と
放
射
能
の
変
化
に
つ
い
て

一
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原
発
の
軽
水
炉
で
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
燃
料
を
燃
や
す
通
常
の
場
合
と
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
燃
や
す
プ

ル
サ
ー
マ
ル
利
用
の
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
（
ア
）
燃
焼
す
る
前
、
（
イ
）
四
〜
五
万
Ｍ
Ｗ
ｄ
程
度
燃
焼
さ
せ
た
後
の

三



使
用
済
み
、
こ
の
二
つ
の
場
合
に
、
燃
料
中
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
組
成
は
ど
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の

か
。ま

た
、
こ
の
場
合
に
、
長
寿
命
で
高
レ
ベ
ル
放
射
性
物
質
で
あ
る
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
系
物
質
の
蓄
積
量
・
放
射
線
量
は
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
こ
れ
を
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
何
倍
に
な
る
か
。

四

事
故
時
の
放
出
放
射
線
量
予
測
に
つ
い
て

�

前
記
の
三
の
一
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
原
発
で
、
仮
想
事
故
、
重
大
事
故
、
過
酷
事
故
を
想
定
し
た
場
合
に
、
低
濃
縮
ウ

ラ
ン
燃
料
使
用
と
プ
ル
サ
ー
マ
ル
利
用
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
α
線
、
β
線
、
ｒ
線
、
中
性
子
線
の
放
出
量
は
幾
ら
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

�

各
原
発
に
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
装
荷
し
た
際
の
「
重
大
事
故
」
ま
た
は
「
仮
想
事
故
」
時
の
放
射
能
の
想
定
放
出
量
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
。
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
炉
心
の
場
合
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。
も
し
、
こ

の
件
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
重
大
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

米
核
管
理
研
究
所
は
、
高
浜
四
号
機
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
八
七
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
周
辺
一
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
域
で
の

「
過
酷
事
故
」
時
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
炉
心
と
Ｍ
Ｏ
Ｘ
炉
心
に
つ
い
て
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
放
出
割
合
が
Ｈ
（
高
）
、
Ｍ

四



（
中
）
、
Ｌ
（
低
）
の
三
ケ
ー
ス
で
「
潜
在
的
が
ん
死
」
、
「
急
性
死
」
の
影
響
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
、
四
分
の
一
Ｍ

Ｏ
Ｘ
炉
心
の
場
合
、
潜
在
的
が
ん
死
は
四
二
〜
一
二
二
％
、
急
性
死
は
一
〇
〜
九
八
％
も
高
く
な
る
、
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
炉
心

の
場
合
、
潜
在
的
が
ん
死
は
一
六
一
〜
三
八
六
％
、
急
性
死
は
六
〇
〜
四
八
〇
％
も
、
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
炉
心
の
場
合
と
比

較
し
て
高
く
な
る
と
し
て
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
使
用
の
リ
ス
ク
を
厳
重
か
つ
正
直
に
行
う
よ
う
警
告
し
て
い
る
。
こ
の
米
核
管

理
研
究
所
の
警
告
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

五

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
に
つ
い
て

原
発
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
が
幾
ら
に
な
る
の
か
が
大
き
な
問
題
に
な
る
と
指
摘
し
て
き
た
が
、
電
気
事
業
連
合
会
の
一

八
兆
八
千
億
円
と
い
う
数
字
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

�

電
気
事
業
連
合
会
な
ど
は
約
一
〇
兆
円
は
回
収
制
度
が
あ
る
と
し
て
、
残
り
の
約
九
兆
円
は
新
た
な
国
民
へ
の
直
接
・

間
接
の
負
担
増
を
求
め
て
い
る
が
、
国
民
に
負
担
を
求
め
る
額
と
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

�

家
計
負
担
は
一
世
帯
当
た
り
一
二
六
〇
円
か
ら
一
四
〇
〇
円
、
一
月
当
た
り
に
直
す
と
一
一
七
円
と
い
う
試
算
値
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
が
考
え
て
い
る
原
発
の
後
処
理
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
単
位
発
電
量
当
た
り
幾
ら
か
、
家
計
負

担
と
し
て
は
一
世
帯
当
た
り
幾
ら
か
を
、
ま
た
、
そ
の
計
算
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

五



�

い
か
な
る
形
で
あ
れ
国
民
に
新
た
な
負
担
増
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど

う
か
。

六

直
接
処
分
コ
ス
ト
と
再
処
理
コ
ス
ト
の
計
算
等
に
つ
い
て
の
政
府
の
比
較
研
究
に
つ
い
て

�

最
近
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研
究
報
告
の
中
で
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
再
処
理
コ
ス
ト
は
、
直
接
処
分
と
比
較
し
て
著
し
く
コ
ス
ト
高
に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
試

算
に
反
論
で
き
る
だ
け
の
合
理
性
の
あ
る
試
算
や
研
究
成
果
物
は
あ
る
の
か
。

�

使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
と
直
接
処
分
と
で
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
な
段
階
に
き
て
い
る
。
政
府
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
民
間
事
業
者
で
あ
る
電
力
会
社
が
、
経
営
判
断
と
し
て
直
接
処
分
を
選
べ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

七

全
量
再
処
理
方
式
に
つ
い
て

使
用
済
み
核
燃
料
の
「
全
量
再
処
理
」
方
式
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
総
て
使
い
切
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
お
お
も
と
に
あ
っ
た
高
速
増
殖
炉
（
Ｆ
Ｂ
Ｒ
）
路
線
が
失
敗
し
た
も
と
で
、
再
処
理
に
固
執
す
れ
ば
プ

六



ル
ト
ニ
ウ
ム
過
剰
が
深
刻
に
な
り
、
世
界
各
国
か
ら
「
日
本
は
核
武
装
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
不
信
の
目
で
み
ら
れ
か
ね

な
い
。
中
間
貯
蔵
と
い
う
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
設
け
て
も
、
再
処
理
を
前
提
と
す
る
限
り
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
原
子
力
先

進
各
国
の
多
く
は
、
核
不
拡
散
政
策
、
技
術
的
困
難
あ
る
い
は
コ
ス
ト
面
か
ら
再
処
理
な
ど
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
か
ら
撤
退
し

て
い
る
。

�

日
本
で
も
、
こ
れ
以
上
、
原
発
の
危
険
を
増
大
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
国
際
的
不
信
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
プ
ル

サ
ー
マ
ル
利
用
と
使
用
済
み
核
燃
料
の
「
全
量
再
処
理
」
は
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

ま
た
、
全
量
再
処
理
方
式
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
た
原
子
力
長
期
計
画
改
定
の
議
論
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と

き
に
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
劣
化
ウ
ラ
ン
を
使
っ
た
試
運
転
は
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
本
格
運
転
も

や
め
る
決
断
を
す
る
べ
き
と
考
え
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


